
執行省庁：経済産業省　資源エネルギー庁　
執行団体：一般社団法人環境共創イニシアチブ（ＳＩＩ）

住宅省エネリノベーション促進事業費補助金

住まいの
省エネ
リフォー

ム
１件あたりの改修費用の          を補助

補助金 最大

１５０
万円

賢く得するチャンス到来！

今ある窓の内側からもう一つ窓をつけるだけ

エコ内窓 プラマードＵ※

※１：一般複層ガラス     (空気層６ｍｍ以上）戸建 マンション

窓額縁に簡単取付け

今ある窓 プラマードＵ 二重窓化

断熱性ＵＰ 防露性ＵＰ 防犯性ＵＰ 防音性ＵＰ

一窓あたり

取付け可能

約 分６０

窓改修
EXIMA 31  [GRAF工法]

アタッチメント付
Ｌｏｗ-Ｅ複層ガラス※２　

マンション

１

※２ガラス中央部の熱貫流率２．３３Ｗ/（㎡・Ｋ）以下。

窓 と一緒に の断熱工事による改修外壁床天井

戸建・集合
住宅版

戸建

樹脂フレーム＋
トリプルガラス / Low-E複層ガラスで
高い断熱性能を実現

簡単リフォームで
ガラス交換が可能な
アタッチメント付の
高断熱ガラス

ガラス 外窓
内窓

の交換（ガラス交換・カバー工法・建具交換）・
の取り付けによる窓全部の改修

の交換
補助金について
詳しくは

裏面を
ご覧ください

マンション
の場合

戸建の
場合

戸建

こんな『 窓 』アイテムがおすすめです！
期間

一次公募：３月３１日～　戸建住宅・集合住宅 (個人)：６月９日
集合住宅 (全体) ：４月２８日

二次公募：６月中旬 ～　戸建住宅・集合住宅 (個人)：８月下旬
集合住宅 (全体) ：６月下旬

こんな『 窓 』アイテムがおすすめです！

スッキリとした納まりを実現した
画期的な窓改修工法。

マンション



● 表示内容は２０１６年４月現在のものです。
● 改良のため予告なく商品の仕様を変更することがありますので、あらかじめご了承ください。
● 商品の色は印刷特性上実物と多少差が出ます。ご了承ください。
● 表示価格は諸般の事情により変更することがありますのでご了承ください。
● プラマードＵの表示価格は２０１６年４月現在のガラス入完成品参考価格です。
● 現場搬入費、消費税等は含まれておりません。
● 本紙上で使用する「プラマード」・「ＡＰＷ」・「EXIMA」・「GRAF工法」・ー「かんたん／マドリモ」は
　ＹＫＫＡＰ（株）の出願・登録商標です。 
● 発行／２０１６年４月　Printed in Japan

商品に関するご相談・お問合せ、カタログのご請求は
受付時間／月～土 9: 00 ～ 17:00（日・祝日・年末年始・夏期休暇等を除く）

■ 一般のお客様

http://www.ykkap.co.jp/
●お問い合せ、ご用命は・・・・・・

■ 建築・設計関係者様
0120-20-4134 0120-72-4134

戸建 2 階建て全部屋の窓にプラマードＵを取付け、同時に天井及び床の
断熱改修工事を実施した場合。

マンション全部屋の窓にプラマードＵを取付け、断熱改修工事を
実施した場合。

天井断熱材ブローイング
　　　　　　 　（２１０ミリ）

291,970円
　（参考施工費含む・税抜）

エコ内窓 プラマードＵ
一般複層ガラス（３＋Ａ１２＋３）

847,300円
　（参考施工費含む・税抜）

合計：1,139,270円
（参考施工費・税抜）

１７
　　 窓

６７．９
　　　　㎡

玄関・勝手口除く ２Ｆ屋根と一部１Ｆ屋根

戸建てモデルプラン マンションモデルプラン
全体改修のシミュレーション

床面積：７０㎡（21.2坪）

合計：462,000円
（参考施工費・税抜）

エコ内窓 プラマードＵ
一般複層ガラス（３＋Ａ１２＋３）

462,000円
　（参考施工費含む・税抜）

６
　　 窓

玄関・勝手口除く

補助対象

改修部位

【必須】
高性能建材による
断熱改修の方法

補助対象
及び

補助率・補助金額

高性能設備
について

最大215万円／戸

住宅の省エネ化を図るリノベーションを促進するために既築住宅の高性能な断熱材や窓等を用いた断熱改修が支援
されるのと共に、戸建住宅においては、高性能な家庭用設備の導入・改修についても支援される事業です。

窓全部の改修

―

窓の改修

集合住宅の場合戸建住宅の場合

居間又は居室を中心とした改修
（部分的な改修から全体改修まで）

上記の断熱改修と同時に導入・改修すると高性能設備
（蓄電システム・高効率給湯器）も補助対象となる。

Ｃ 外壁の
　　改修

内窓の
取付け

外窓の
交換

ガラス
の交換

カバー工法による
ガラスの交換

建具交換による
ガラスの交換

Ｂ 天井の
　　改修 

Ｄ 床の
　  改修

上記Ａ～Ｄの組合せ（１～４部位）

Ａ 窓の改修

内窓の
取付け

建具交換による
ガラスの交換

ガラス
の交換

外窓の
交換

カバー工法による
ガラスの交換

必須：高性能建材による断熱改修
補助対象費用

補助対象費用の
１／３を補助。
（上限１５０万円／戸）

材料費 工事費

補助

蓄電システム

定額５万円
　　 ／ｋＷｈ

上限：補助対象
費用の１／３
又は５０万円の
低い方。

補助

高効率給湯機

補助対象費用の
１／３を補助。
（上限１５万円）

補助対象費用

工事費材料費

補助

◇交付決定通知日より
前の契約・着工は補助
対象外となります。

◇工事完了日から
３０日以内又は
Ｈ２９年１月１６日の
いずれか早い日までに、
補助事業実績報告書の
提出が必要です。

◇管理組合様等が
集合住宅改修を行う際、
対象製品を用いた改修の
意思決定が
Ｈ２７年１２月１８日（補正
予算が閣議決定した日）
以降であることが
議事録等で確認できる
ことが必要です。

７地域は外壁もしくは
床を追加することで
個別計算無しでＯＫ。

・上表内の部位別組合せによる、地域区分ごとに記載の
　「○（＝２５％以上）」「７０％以上」「１００％以上」の改修率（※）　
　面積を改修することで一次エネルギー削減率の個別計算が不要となります。
・上表の改修部位 組合せは一例です。
　※改修率＝改修率＝改修する床面積÷延べ床面積。

詳しくは「平成２５年度経済産業省・国土交通省
告示第１号」の「別表第４」をご確認ください。

年 月 公募期間

２
０
１
６
年

２
０
１
７
年

３

３

４

６

１

3/31 一次公募申請受付開始
　　　　（二次 6 月中旬予定）

4/28 集合住宅（全体）一次公募申請受付締め切り
　　　　（二次 6 月下旬予定）

6/9 　戸建住宅・集合住宅（個人）
　　　　　　　　　　 一次公募申請受付締め切り
　　　   （二次 8月下旬予定）

1/1６ もしくは事業完了日から30日以内。
　　　補助事業実績報告書受付締め切り

3/31 補助事業終了

＜戸建住宅の場合＞

部位
数 天井 外壁

外壁

外窓
内窓
ガラス交換

個別計算に
よる申請

70%
以上

100%
以上

個別
計算に
よる
申請

外窓
内窓
ガラス交換
外窓
内窓
ガラス交換

床

床

窓 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

天井

天井

天井

改修部位 地域区分

２
部位

３
部位

部位

外窓
内窓
ガラス交換

個別計算に
よる申請

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

地域区分

＜集合住宅の場合＞・・・窓全部の改修となります。

おすすめの改修組合せ一覧

1F 2F

延床面積：120.07㎡（36.4坪）
※出展：「住宅事業建築主の判断の
　基準におけるエネルギー消費量計算方法の
　解説」の計算モデルに準拠

※出展：住宅の省エネルギー基準の解説

窓の改修で
求められる断熱性能は
地域によって異なります

補助金 

井

1件あたりの改修費用
の約１/３

このパッケージの場合

約３６万円約３６万円 補助金 

このパッケージの場合

約１３万円

1件あたりの改修費用
の約１/３

約１３万円

※１

※１

※１：延べ床面積の 25～100％（←お住いの地域により改修率が異なります）の工事が必要です。ただし、天井の場合は屋根の有る外気に接する天井すべての改修が必要。
※２：断熱改修に係る補助金額が上限となります。

※２

おすす
め

おすす
め


